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論 文 内 容 の 要 旨

ステロイ ドホルモンの生合成に関する研究は古くから多数なされて来ており, 近年ようやく詳細が明ら

にされつつある｡

まず主として副腎に於いてはじ吟られた｡ ステロイ ド生合成の研究は, 近年, 卵巣組織を用いてもさか

んに行なわれ, 培養実験, 還流実験等により多 くの成果が挙げられてきている｡

卵巣を構成する諸要素それぞれの培養実験も試みられて来ており, それとあわせて, 各種の gonadotr-

opinが卵巣系ステロイ ド代謝にい かなる作用機序で 影響を及ぼすかを検討する試みも続けられている｡

著者は人卵巣を用い, これを黄体と卵胞間質の二つの部分に分離してそれぞれを H3-1abeledの preg-

nenolone, △4androstenedioneを基質として培養実験を行ない, あわせて,gonadotropinとしてHCG

(HumanChorionicGonadotropin)の作用, およびステロイ ド代謝に関連して NADPH, 3′5′AMP の

作用を観察して以下のどとき知見を得た｡

すなわち, 人卵巣の卵胞問質および黄体の両者において,pregnenoloneから progesterone, △4andr･

ostenedione,testosterone,estrone,estradiol,estriolへの転換を認め, 同時に, △4androstenedione

から estrogen 3分画への aromatizationを認めた｡

HCGを各種の濃度にして附加したところ, 低単位 (50-200i.u/5ml)で至適濃度となり,pregneno･

loneから progesteroneへの転換および △4androstenedioneの anomatizationを促進したが, 高単位

(1000i.u/5ml)ではかえってこれらの転換を抑制する傾向を示した｡

次に NADPH は卵胞間質, 黄体の両者において,pregnenoloneから progesteroneへの転換と △4

androstenedioneの aromatizationを促進したが, 3′5′AMPは人黄体を用いた培養実験では pregnen-

oloneから progesteroneへの転換に何ら促進的作用を示さなかった0

以上の実験データと諸家の報告とをあわせ考察すると, 人卵巣のステロイド代謝において, NADPHは

いわゆる cholesterolrouteによるステロイド生合成を促進する｡ あるいは cholesterolpoolの利用を
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促進することによっで性ステロイド代謝を高めるものと考えられ, HCGはNADPH一generatingsystem

を賦活することによりNADPHを増加させ, 卵巣におけるステロイド転換を促進するものと推察される｡

また, 3′5′AMPを tropichormoneの仲介者として NADPHを増量させ, ステロイド代謝を促進す

るとの仮説もあるが, 著者の実験結果からは,3′5′AMPは人卵巣のステロイド代謝に関して, ほとんど

促進的効果を示さなかった点から, HCGは NADPH-generatingsystem を戚活することにより人卵巣

におけるステロイド代謝を促進するが,3′5′AMPを仲介とするものではないよう逗考えられる.

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

人卵巣黄体と卵胞間質の二つの部分にわけそれぞれにつきH3-labeledpregnenolone, △4androstene･

dioeを基質として培養実験を行ない, この際 HumanChorionicGonadotropin(HCG)及びNADPH.

3′5′AMP附加による影響をも検討した｡ すなわち両部分においては pregnenoloneから progesterone,

△4androstendione,testosterone,estrone,estradiol,estriolへの転換を認め, 同時に △4androstend-

ioneから estrogen 3分画への aromatizationをも認めた｡ これにHCGを負荷したところ50-200i.u/

5ml低単位が至適濃度であり pregnenoloneから progesterone- の転換およ び△4androstenedioneへ

の aromatizationを促進し, しかるに 1000i.u/5ml高単位ではこれらの転換が抑制されていた｡ 次いで

NADPH では両者において pregnenoloneから progesteroneへの転換, △4androstenedioneの arom-

atizationが促進され, 3′5′AMPでは人黄体において pregnenoloneから progesteroneへの転換に何

ら促進効果がみられなかった｡ 以上によりHCGは NADPH一generatingsyStemを賦活し, NADPHを

増加させ, 卵巣におけるステロイド転換を促進し, この際3′5′AMPは従来の説に反し何ら仲介的役割

を果していないと推論した｡

以上本論文は学術上有益であって医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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